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（参考図)

那覇市からの到達
圏（所要時間）

名護市からの到達
圏（所要時間）

県
土
の
均
衡
あ
る
発
展

通勤通学圏域の
拡大（60分圏域
内人口）

那覇まで（万人） 105 108 105 114 115 114 114

名護まで（万人） 26 21 20 35 36 30 30

設定条件

距離

経由市町村
８市町村（那覇、浦添、宜野湾、北谷、
嘉手納、読谷、恩納、名護）

11市町村（那覇、浦添、宜野湾、北谷、
嘉手納、読谷、恩納、うるま、金武、宜
野座、名護）

10市町村（那覇、浦添、宜野湾、北谷、
嘉手納、読谷、恩納、金武、宜野座、名
護）

８市町村（那覇、浦添、宜野湾、北中
城、沖縄、うるま、恩納、名護）

８市町村（那覇、浦添、宜野湾、北谷、
沖縄、うるま、恩納、名護）

９市町村（那覇、浦添、宜野湾、北中
城、沖縄、うるま、金武、宜野座、名護）

９市町村（那覇、浦添、宜野湾、北谷、
沖縄、うるま、金武、宜野座、名護）

中部東・北部東ルート 中部東（北谷経由）・北部東ルート

参考資料

注：比較評価にあたっては、絶対評価ではなく相対評価となっていることに留意する必要がある。

A案 B案 B派生案 C案 C派生案 D案 D派生案
中部西・北部西ルート 中部西・北部東ルート 中部西・北部東（恩納経由）ルート 中部東・北部西ルート 中部東（北谷経由）・北部西ルート

所要時間（分） 

所要時間（分） 

C案、C派生案との違い C案、C派生案との違い 

注：那覇市～宜野湾市は、国道58号ケース及び国道330号ケースがある。上記は、いずれも国道58号ケースの値による。 

C案～D派生案の違い 

他案と 

異なる箇所 
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中部東・北部東ルート 中部東（北谷経由）・北部東ルート

A案 B案 B派生案 C案 C派生案 D案 D派生案
中部西・北部西ルート 中部西・北部東ルート 中部西・北部東（恩納経由）ルート 中部東・北部西ルート 中部東（北谷経由）・北部西ルート

6.4 <5.7> 6.5 <5.8> 6.3 <5.6> 7.2 <6.5> 7.7 <6.8> 7.1 <6.5> 7.6 <6.8> 
県民 5.7 <5.0> 5.9 <5.2> 5.7 <5.0> 6.6 <5.8> 7.0 <6.1> 6.6 <5.9> 7.0 <6.2>
観光客 0.7 <0.7> 0.6 <0.6> 0.6 <0.6> 0.6 <0.7> 0.7 <0.7> 0.5 <0.6> 0.6 <0.6>

鉄軌道利用者の発
生分布状況

・人口の多い中部東海岸からのア
クセスが悪いため、利用者数が比
較的少ない

・人口の多い中部東海岸からのア
クセスが悪いため、利用者数が比
較的少ない

・人口の多い中部東海岸からのア
クセスが悪いため、利用者数が比
較的少ない

・人口の多い中部東海岸地域のア
クセスが良いため、利用者数が比
較的多い

・中部の東西各地域からアクセス
が良く、両地域の需要を取り込め
るため利用者数が特に多い

・人口の多い中部東海岸地域のア
クセスが良いため、利用者数が比
較的多い

・中部の東西各地域からアクセス
が良く、両地域の需要を取り込め
るため利用者数が特に多い

高
齢
者
を
含
め
県
民
及
び
観
光
客
の
移
動
利
便
性
の
向
上

県民及び観光
客の鉄軌道利
用者数

計（万人／日）

（参考図)

各地域から鉄軌道
へのアクセスのしや
すさ

鉄軌道利用者数 

（人/日/ha） 

駅アクセス 

所要時間（分） 

B案とB派生案の違い C案とC派生案の違い D案とD派生案の違い 

利用者発生分布 

が異なる箇所 

利用者発生分布 

の違いがある箇所 

(上図と同箇所) 

Ｂ派生案は、Ｂ案に比

べ鉄軌道へのアクセ

スが、恩納地域は向

上するがうるま地域は、

低下する。 

Ｃ派生案は、Ｃ案より

も短時間でアクセスで

きる圏域が広がり、中

部西海岸からの利便

性も向上する。 

D派生案は、D案よりも

短時間でアクセスでき

る圏域が広がり、中部

西海岸からの利便性

も向上する。 

注：那覇市～宜野湾市は、国道58号ケース及び国道330号ケースがある。上記は、いずれも国道58号ケースの値による。 

観光客集中量分布(需要予測結果) 

B案とB派生案との違い 
C案とC派生案との違い D案とD派生案との違

Ｃ派生案は、各地域か

ら最寄り駅までのアクセ

スが他案に比べ最も良

い。 
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中部東・北部東ルート 中部東（北谷経由）・北部東ルート

A案 B案 B派生案 C案 C派生案 D案 D派生案
中部西・北部西ルート 中部西・北部東ルート 中部西・北部東（恩納経由）ルート 中部東・北部西ルート 中部東（北谷経由）・北部西ルート

県
民
及
び
観
光
客
の
移
動
利
便
性
の
向
上

（参考図)

将来夜間人口
将来従業人口
主要な集客施設

将来（H42）夜間人口 

（人/ha） 

将来（H42）従業人口 

（人/ha） 

観光客集中量分布(需要予測結果) 

美浜 

イオンモール 

ライカム 

浦添西海岸開発 

(将来計画) 

沖縄コンベンション 

センター 

海洋博公園 

豊崎 

空港 

ひめゆりの塔 

海中道路 
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中部東・北部東ルート 中部東（北谷経由）・北部東ルート

A案 B案 B派生案 C案 C派生案 D案 D派生案
中部西・北部西ルート 中部西・北部東ルート 中部西・北部東（恩納経由）ルート 中部東・北部西ルート 中部東（北谷経由）・北部西ルート

事
業
性

（参考図)

地形・地盤的課題
耐災害性
　・土砂災害
　・津波災害

津波浸水想定図 沖縄本島地質図 土砂災害危険箇所分布図 
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中部東・北部東ルート 中部東（北谷経由）・北部東ルート

A案 B案 B派生案 C案 C派生案 D案 D派生案
中部西・北部西ルート 中部西・北部東ルート 中部西・北部東（恩納経由）ルート 中部東・北部西ルート 中部東（北谷経由）・北部西ルート

環
境

（参考図)

自然環境
　・重要な動物
    植物
    生態系
　  地下水

植生自然度 地下水帯水層分布図 
ルートにかかる可能性のある自然度別エリア 単位：ha

B案 B派生案 C案 C派生案 D案 D派生案

1 2,613 2,960 2,907 3,152 3,350 3,476 3,674 市街地

2 1,831 2,496 2,276 2,786 2,723 3,234 3,171

3 49 30 25 39 39 20 20

4 32 20 16 32 32 20 20

5 711 875 1,135 354 388 514 548

6 1,684 1,649 1,830 1,186 1,186 1,043 1,043 造林地

7 249 298 296 366 323 425 383

8 304 702 716 280 280 678 678

9 106 79 79 106 106 79 79

10 35 18 31 28 28 10 10

合計 7,614 9,126 9,312 8,330 8,456 9,501 9,627

自然度が高いエリア（自然度9～10） 単位：ha

B案 B派生案 C案 C派生案 D案 D派生案

7 249 298 296 366 323 425 383

8 304 702 716 280 280 678 678

9 106 79 79 106 106 79 79

10 35 18 31 28 28 10 10

合計 694 1,097 1,123 781 738 1,193 1,150 -

二次林

自然林、
自然草原

農耕地等

二次草原

二次林

自然林、
自然草原

自然度 A案
B案及びB派生案 C案及びC派生案 D案及びD派生案

備考

影響を受けると考えられるエリア(重要な植物・生態系)

自然度 A案
B案及びB派生案 C案及びC派生案 D案及びD派生案

備考

名称

那覇市 宝口桶川
那覇市首里
儀保町4-71-2付近

那覇市 坊主川
那覇市繫多川
2-17-44付近

那覇市 坂中桶川
那覇市天久
1174付近

宜野湾市 野嵩くシヌカー
宜野湾市
野嵩西門原

市指定史跡

宜野湾市
喜友名泉
（ウフガー・カーグァー）

宜野湾市
喜友名下原

国指定重要文化財

宜野湾市 森の川
宜野湾市
真志喜富盛原

県指定　名勝

宜野湾市 大謝名メーヌカー
宜野湾市
大謝名前原

市指定史跡

宜野湾市 我如古ヒージャーガー
宜野湾市
我如古前原

市指定有形民俗文化財

浦添市 東ガー
浦添市西原４丁目
うがんやま公園内

市指定史跡

浦添市 安波茶樋川
浦添市安波茶２丁目
内閣府浦添宿舎西側

市指定史跡

浦添市 仲間樋川
浦添市仲間２丁目
浦添中学校北側

市指定史跡

名護市 潮平川湧水 名護市屋部736-2

読谷村 楚辺暗川
読谷村
字楚辺

読谷村 サシジャー
読谷村
字伊良皆

嘉手納町 屋良のシリーガー
嘉手納町
字屋良750

嘉手納町 屋良のヒージャーガー 屋良城跡公園内
嘉手納町 ヌールガー 屋良城跡公園内
北谷町 桃原ガー 北谷町字吉原
北谷町 チブガー 北谷町字大村 町文化財指定
北谷町 奈留ガー 北谷町字伊平
北谷町 イーヌカー 北谷町字吉原
北谷町 インガー 北谷町字砂辺
北谷町 スーガー 北谷町字大村
北谷町 ウーチヌカー 北谷町字伊平
北谷町 ホースガー 北谷町字吉原

北中城村 ヒージャーガー
北中城村
字荻道西門原26

北中城村 アガリヌカー
北中城村
字大城門田原114-1

北中城村 チブガー
北中城村
字大城門田原142

北中城村 イリヌカー（大城）
北中城村
字大城門田原141-1

北中城村 イーヌカー
北中城村
字荻道西門原28

北中城村 メーヌカー
北中城村
字荻道西門原59

北中城村 タチガ―
北中城村
字荻道西門原485

回答
市区
町村名

湧水の名称
所在地 概要等

・環境省が整理を行った、沖縄県の代表的な湧水【抜粋版】 

を以下に示す。 
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中部東・北部東ルート 中部東（北谷経由）・北部東ルート

A案 B案 B派生案 C案 C派生案 D案 D派生案
中部西・北部西ルート 中部西・北部東ルート 中部西・北部東（恩納経由）ルート 中部東・北部西ルート 中部東（北谷経由）・北部西ルート

環
境

（参考図)

自然環境
　・重要な地形
　　地質
　・人と自然の触れ
　　合い活動の場
　・歴史的・文化的
　　環境
　・法令等の規制

海成段丘分布図 
文化財分布図 自然環境法令等の規制 
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中部東・北部東ルート 中部東（北谷経由）・北部東ルート

A案 B案 B派生案 C案 C派生案 D案 D派生案
中部西・北部西ルート 中部西・北部東ルート 中部西・北部東（恩納経由）ルート 中部東・北部西ルート 中部東（北谷経由）・北部西ルート

環
境

（参考図)

生活環境
景観 騒音測定結果分布図 各地域における景観軸 

【騒音の目安(地方都市・山村部用)】 

出典）「全国環境研協議会」 騒音小委員会」 

やんばるの森景観域の目標

本島の自然の宝庫。眺める対
象としてのやんばるの森とそ
れを取りまく海岸線の景観が
損なわれることなく今後とも
維持継承する。

西海岸自然景観軸の目標

自然海岸を有し、リゾート
立地。海浜への眺望が中心
景観であり、大切な観光資
源として、十分楽しめるよ
うにする。

西海岸都市景観軸の目標

本県の市部が集積・連担し、
複数の中心景観を有する。
特に空港・港湾から中北部
へ伸びる沿道は、沖縄の第
一印象を決定づける大切な
景観軸であり、景観形成が
急がれる。

南部海岸景観域の目標

海岸線は断崖や砂浜が続く。
都市化が進む反面純農村風
景も見られる。平和・戦跡
遺産を中心景とし、海岸景
観の保全、集落・田園景観
と調和した景観形成を図る。

中南部都市景観軸の目標

本県の市部が集積・連担し、
複数の中心景観を有する。
特に沖縄市は米軍統治下の
異国情緒漂う独特な市街地
景観を残す。各地域の特色
を生かした都市景観の取組
が求められる。

中城湾歴史景観軸の目標

湾と緑の丘陵が一体となっ
て中心景観となる。３つの
世界遺産グスクを有し、丘
陵から湾への眺望は景観資
源となる。これら一体的な
景観の保全活用に向けた景
観形成を図る。

環金武湾景観軸の目標

島嶼空間を有し、穏やか
で美しい海岸が広がり、
伝統的な集落景観及び田
園空間が広がる。海や島
嶼景観への眺めに配慮し、
集落・田園と調和した景
観形成を図る。
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